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コウィ大統領は 選挙活動 からパプアへ言及することも多く、苦難に満ちたこの地に変革をもたらそうとする姿勢をみせている。　「多様性の中の統一」を重んじるインドネシアで、新しい大統領はパプアとの関係をどのように変えていくのだろ か。本稿ではインドネシア独立後 パプ の歴史
国連の管理下に置かれることになる。その後、一九六三年にはその主権がインドネシア 譲渡されることとなる。一九六九年 パプアの帰属を問う住民投票が国軍の管理下で行われ、インドネシアに有利なかたちで進められた結果 インドネシアへの帰属が正式に決まりパプアは西イリアン州となった。　
スカルノの後、インドネシアの
大統領がスハルト、ハビビ、ワヒド、メガワティ、ユドヨノと変わっていくなかで、パプアは チェと同様に分離独立問題を常に抱える非常にセンシティブな存在であり続けてきた。パプア 組織（ＯＰＭ）と総称される独立を目指す人びとによる武装蜂起が頻発し、国軍や警察との対立が繰り返された。二〇〇一年、高まる独立の気運を抑えるために、パプア特別自治法が国会で成立し、翌年か
















政権が誕生すると、パプア・西パプア州は様々な場面で報道されるようになる。ジョコウィは同年一二月末にパプア州都 ャヤプラで行われた全国クリスマス祝賀式典に数人の大臣らと共に出席した。式典のスピーチでは、パプアの平和を願い、パプアに関わるすべての者が団結するよう呼びかけた。また、二〇一五年には少なく も三回はパプア 訪問すると宣言し同地の開発を進めることも明言した。式典の他にも、ジョコウィ今回のパプア滞在中に、住民 声を直接聞く機会を設けるなど、「住民尊重」と「開発推進」の双方を進めていく意志を示し 。　
その一方で、式典が行われる数
週間前には、同州パニアイ県で住民の暴行事件と、それを発端とする軍による住民殺害事件が起こっていた。パプア住民の間では、こ















をムスリムが占める国であるが、地域によっては他の宗教が多数を占めるところもある。パプアもそのひとつである。植民地時代 始まった欧米からの宣教団に由来するインドネシア福音教会は、一九六三年に独立教会に姿を変えた。中央統計庁の二〇一〇年人口センサスによれば、パプア・西パプア州の宗教人口はプロテスタント系住民が約二六〇万人であるのに対して、ムスリムはおよそ七 万人となっている。その一方で スハ





がパプアに積極的に関与しようとしていることもあっ か これまでの事件と比較して周囲からもより積極的な反応があったといえる。国内の有力雑誌『テンポ』二〇一五年八月二号では、今回の事件がインドネシア福音教会の歴史やトリカラ県知事のインタビュー記事とともに大きく取 上げられた。パプアとはどのようなところでどのような問題を抱えているのか、国内でも他の地域では関心 低い問題について改めて知る機会とった。
●おわりに　
パプア重視を明確にして政権を
スタートさせたジョコウィに、今回の事件はインドネシアの独立以来引きずるパプアの複雑な問題を改めて突きつけるかたちとなった。これらの出来事から分かることは、「パプア問題」を前進させるためには、中央政府とパプアとの緊張関係を解きほぐすだけでなく、パプア社会に内在する住民同士の軋轢へも対処しなければならないということである。（とさ
　
みなみ／アジア経済研究
所
　
図書館）
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